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連載 第 9回 

EMC 規格の体系と種類 

徳田 正満 

1．まえがき

EMC 規格には、CISPR（国際無線障害特別委員会）、IEC（国際電気標準会議）/ TC77（第 77 専門委

員会：EMC を担当）等が作成する基本規格、共通規格および製品群規格、また、TC22（パワーエレク

トロニクス）、TC62（医療電気機器）、TC65（工業用プロセス計測制御）等が作成する製品規格が存在

する 1～3)。

本報告では、基本規格、共通規格、製品群規格および製品規格の定義、相互の違い等について解説す

る。

2．EMC 規格の体系と定義 

IEC では、EMC 規格の作成に当たり IEC ガイド 107（EMC 規格の作成ガイド）を定めているが、そ

のガイドでは以下のような階層構造をもった規格体系が規定されている 1、4、5)。 

①基本規格：用語、電磁環境分類、EMC レベルの仕様、電磁エミッション・イミュニティの一般的

要求事項、共通的測定・試験法などを規定しており、共通規格および製品群・製品規格に参照され

ることを前提としている。従って、基本規格は、特定の環境とか製品に対する限度値を一意的に規

定するものではなく、それらに対する基本的な考え方を規定している。また、試験法に関しても、

全ての製品に共通的に使用される基本的事項のみを規定している。

②共通規格：住宅、商業、工業等の特定の環境において、全ての製品を対象にした電磁エミッション・

イミュニティに関する限度値を規定している。ただし、製品群・製品規格が存在する場合は、それ

らの規格が優先される。試験法に関しては、基本規格を引用することによってカバーしている。

③製品群規格：情報技術装置、家電機器等の特定の製品群に関して、製品群固有の試験法および限度

値を規定している。

④製品規格：特定の製品に関する固有の試験法および限度値を規定している。

このような階層構造をもつ規格体系の採用は、ISO／IEC ガイド 51（安全事項を規格に盛り込むため

のガイドライン）6)や IEC ガイド 104（安全出版物の作成並びに基本安全出版物及びグループ安全出版

物の使用）7)でも同様であり、国際規格作成の一般的な手法として定着している。 
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3．共通規格と製品群・製品規格の関係 

EMC 製品群・製品規格と EMC 共通規格との関係を図 1 に示す。共通規格は、住宅環境とか工業環境

に設置される全ての製品に対して適用されるのに対して、製品群・製品規格は特定の製品群・製品に適

用される規格である。共通規格は、EU（欧州連合）がある環境に存在する全ての製品に対して EMC 指

令を適用するために考えられた規格であり、ある環境に対する限度値を共通規格で規定し、試験法は基

本規格で規定することにより、当初の目的を達成することができた。なお、EMC 製品群・製品規格を

有する製品群・製品は、EMC 共通規格に優先するため、共通規格に不満のある製品群・製品の TC は、

固有の EMC 製品群・製品規格を作成した。しかし、エミッション規格に関しては、共通規格より緩い

限度値を設定する必要がある TC は、CISPR と協議しなければならないことが、IEC ガイド 107 に規定

されている。なお、IEC ガイド 107 は、製品群・製品 TC が EMC 規格を作成するためのガイドも規定し

ている。
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図 1  製品群・製品規格と共通規格との関係 
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